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令和３年 12月２日 

 

 

都道府県医師会 

 感染症危機管理担当理事 殿 

 

 

日本医師会感染症危機管理対策室長  

釜 萢  敏 

 

B.1.1.529 系統（オミクロン株）の感染が確認された患者等に係る入退院及び 

航空機内における濃厚接触者の取扱いについて 

   

今般、厚生労働省より各都道府県等衛生主管部（局）宛てに標記の事務連絡がなさ

れ、本会に対しても情報提供がありましたのでご連絡いたします。 

 「B.1.1.529 系統（オミクロン株）」については、令和３年 11月 30日付（健Ⅱ423F）

をもって貴会宛てにお送りいたしました。 

本事務連絡の概要は下記のとおりです。 

また、令和３年 11月 30日、海外から空港に到着した乗客で、検疫により確認され

た新型コロナウイルス無症状病原体保有者１名の検体について、国立感染症研究所で

ゲノム解析を実施したところ、オミクロン株であることが確認されました。 

関連事務連絡「新型コロナウイルス感染症（変異株）に係る健康観察について」、「航

空機内における B.1.1.529系統（オミクロン株）陽性者の濃厚接触者に関する宿泊施

設への滞在について」についても併せてご連絡いたします。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会及

び関係医療機関に対する情報提供のほど、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

Ⅰ．B.1.1.529 系統（オミクロン株）の患者及び当該患者に対する入退院の取扱い 

１．当面の間、B.1.1.529 系統（オミクロン株）であることが確定した患者又は同株

であることが疑われる者については、原則、感染症法に基づく入院措置を行うことと

し、迅速に対応がとれるよう、あらかじめ医療機関の確保等について調整する。 

※入院期間中は個室隔離とし、他の株の患者と同室にしないこと。また、陰圧管理を

行うことが望ましい。なお、同株であることが確定した患者同士を同室とすることは

可能。 



２．１により入院措置を行った者の退院基準については、科学的な知見が得られるま

での当面の間、以下のとおりとする。 

（１）有症状者の場合 

症状軽快後 24 時間経過した後に核酸増幅法または抗原定量検査（以下「核酸増幅

法等」）の検査を行い、陰性が確認され、その検査の検体を採取した 24時間以後に再

度検体採取を行い、陰性が確認された場合 

（２）無症状病原体保有者の場合 

陽性の確認から６日間経過した後に核酸増幅法等の検査を行い、陰性が確認され、

その検査の検体を採取した 24 時間以後に再度検体採取を行い、陰性が確認された場

合 

 

（留意事項） 

・症状軽快とは、解熱剤を使用せずに解熱し、かつ、呼吸器症状が改善傾向にあるこ

ととする。 

・２の核酸増幅法等の検査の際に陽性が確認された場合は、24時間後に核酸増幅法等

の検査を行い、陰性が確認され、その検査の検体を採取した 24 時間以後に再度検体

採取を行い、陰性が確認されるまで、核酸増幅法等の検査を繰り返すものとする。 

・患者が再度症状を呈した場合や無症状病原体保有者が新たに症状を呈した場合は、

症状軽快後に２の場合に該当するまで退院の基準を満たさないものとする。 

・B.1.1.529 系統（オミクロン株）でないことが２の退院基準を満たす前に判明した

場合には、現行の退院基準により対応して差し支えない。 

 

３．これらの対応に当たっては、個人情報の保護に十分配慮する。 

 

Ⅱ．航空機内における B.1.1.529 系統（オミクロン株）陽性者の濃厚接触者 

B.1.1.529 系統（オミクロン株）であることが確定した患者と同一の航空機に搭乗

していた場合は、その座席位置に関わらず、濃厚接触者として対応する。 

 

（参考） 

「新型コロナウイルス変異株流行国・地域に滞在歴がある入国者等の方々の健康フォローアップ及び

SARS-CoV-２陽性と判定された方の情報及び検体送付の徹底について」（令和３年 10 月 28 日付（健Ⅱ

373F）参照） 

「新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領」（令和３年 12月２日付（健Ⅱ430F）

参照） 
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 事 務 連 絡 

令和３年 11 月 30 日   

 

   都 道 府 県  

各  保健所設置市   衛生主管部（局） 御中 

   特 別 区  

 

 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 

 

B.1.1.529 系統（オミクロン株）の感染が確認された患者等に係る入退院及び航空機

内における濃厚接触者の取扱いについて 

 

平素より、新型コロナウイルス感染症対策に御尽力・御協力を賜り、誠にありがと

うございます。 

今般、南アフリカ等で確認された新たな変異株である B.1.1.529 系統（オミクロン

株）については、懸念される変異株に指定され、他の懸念される変異株（VOCs）に比

べて、再感染のリスクが高いこと等が懸念されております。 

このため、当面の間、従来の「新型コロナウイルス変異株流行国・地域に滞在歴が

ある入国者等の方々の健康フォローアップ及び SARS-CoV-2 陽性と判定された方の情

報及び検体送付の徹底について」（令和２年 12 月 23 日付け厚生労働省新型コロナウ

イルス感染症対策推進本部事務連絡）のⅣに関わらず、B.1.1.529 系統（オミクロン

株）の感染が確認された患者等に係る入退院の取扱い及び航空機内における濃厚接触

者の取扱いについては、下記のとおり対応をお願いします。 

貴職におかれましては、下記について、管内市町村、関係機関等への周知をお願い

いたします。 

記 

 

Ⅰ．B.1.1.529 系統（オミクロン株）の患者及び当該患者に対する入退院の取扱い 

１．当面の間、B.1.1.529 系統（オミクロン株）であることが確定した患者又は

B.1.1.529 系統（オミクロン株）であることが疑われる者については、原則、感染

症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成 10 年法律第 114 号。

以下「法」という。）第 19 条第１項の規定に基づく入院措置を行うこととし（※）、

迅速に対応がとれるよう、あらかじめ医療機関の確保等について調整しておくよう

お願いいたします。 

※入院期間中は個室隔離とし、他の株の患者と同室にしないこと。また、陰圧管理を

行うことが望ましい。なお、B.1.1.529 系統（オミクロン株）であることが確定し

た患者同士を同室とすることは可能。 
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２．また、上記により入院措置を行った者の退院基準については、科学的な知見が得

られるまでの当面の間、以下のとおりとするようお願いいたします。 

 更なる科学的知見が得られた場合については、改めて、ご連絡いたします。 

（１）有症状者の場合 

 症状軽快後 24 時間経過した後に核酸増幅法または抗原定量検査（以下「核酸増

幅法等」という。）の検査を行い、陰性が確認され、その検査の検体を採取した 24

時間以後に再度検体採取を行い、陰性が確認された場合 

 

（２）無症状病原体保有者の場合 

 陽性の確認から６日間経過した後に核酸増幅法等の検査を行い、陰性が確認され、

その検査の検体を採取した 24 時間以後に再度検体採取を行い、陰性が確認された

場合 

 

（留意事項） 

・症状軽快とは、解熱剤を使用せずに解熱し、かつ、呼吸器症状が改善傾向にある

こととする。 

・上記の核酸増幅法等の検査の際に陽性が確認された場合は、24 時間後に核酸増幅

法等の検査を行い、陰性が確認され、その検査の検体を採取した 24 時間以後に

再度検体採取を行い、陰性が確認されるまで、核酸増幅法等の検査を繰り返すも

のとする。 

・なお、患者が再度症状を呈した場合や無症状病原体保有者が新たに症状を呈した

場合は、症状軽快後に上記の場合に該当するまで退院の基準を満たさないものと

する。 

・B.1.1.529 系統（オミクロン株）でないことが上記退院基準を満たす前に判明し

た場合には、現行の退院基準 により対応して差し支えない。 

 

 

３．これらの対応に当たっては、個人情報の保護に十分ご配慮いただきますようお願

いいたします。 

 

Ⅱ．航空機内における B.1.1.529 系統（オミクロン株）陽性者の濃厚接触者 

新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者については、国立感染症研究所において、

「新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領」1が示されてい

るところです。 

B.1.1.529 系統（オミクロン株）については、感染・伝播性の高さが懸念されて

いることから、更なる科学的知見が得られるまでの間、B.1.1.529 系統（オミクロ

ン株）であることが確定した患者と同一の航空機に搭乗していた場合は、その座席

位置に関わらず、濃厚接触者として対応することとします。 

 

                                                      

1「新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領」（国立感染症研究所）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019ncov/2559%20cfeir/10800%20covid1902.html 
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＜参考＞現行の退院基準（「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法

律における新型コロナウイルス感染症患者の退院及び就業制限の取扱いについて

（一部改正）」（令和３年２月 25 日付け健感発 0225 第１号厚生労働省健康局結核感

染症課長通知）抜粋） 

第１ 退院に関する基準 

新型コロナウイルス感染症の患者について、感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律（平成 l0 年法律第 l14 号。以下「法」という。）第 26 条第２

項において準用する法第 22 条の「病原体を保有していないこと」とは、原則として

次の①または③に該当する場合とする。ただし、次の②または④に該当する場合も

差し支えないこととする。 

 

（１）人工呼吸器等による治療を行わなかった場合 

① 発症日から 10 日間経過し、かつ、症状軽快後 72 時間経過した場合 

② 発症日から 10 日間経過以前に症状軽快した場合に、症状軽快後 24 時間経過

した後に核酸増幅法または抗原定量検査（以下「核酸増幅法等」という。）の検

査を行い、陰性が確認され、その検査の検体を採取した 24 時間以後に再度検体

採取を行い、陰性が確認された場合 

 

（２）人工呼吸器等による治療を行った場合 

③ 発症日から 15 日間経過し、かつ、症状軽快後 72 時間経過した場合 

④ 発症日から 20 日間経過以前に症状軽快した場合に、症状軽快後 24 時間経過

した後に核酸増幅法等の検査を行い、陰性が確認され、その検査の検体を採取

した 24 時間以後に再度検体採取を行い、陰性が確認された場合 

※ ただし、③の場合は、発症日から 20 日間経過するまでは退院後も適切な感染

予防策を講じるものとする。 

 また、新型コロナウイルス感染症の無症状病原体保有者については、原則とし

て次の⑤に該当する場合に、退院の基準を満たすものとする。ただし、次の⑥に

該当する場合も退院の基準を満たすものとして差し支えないこととする。 

 

⑤ 発症日から 10 日間経過した場合 

⑥ 発症日から６日間経過した後に核酸増幅法等の検査を行い、陰性が確認され、

その検査の検体を採取した 24 時間以後に再度検体採取を行い、陰性が確認さ

れた場合 

発症日とは、患者が症状を呈し始めた日とし、無症状病原体保有者または発症

日が明らかでない場合については、陽性確定に係る検体採取日とする。症状軽快

とは、解熱剤を使用せずに解熱し、かつ、呼吸器症状が改善傾向にあることとす

る。また、人工呼吸器等による治療とは、人工呼吸器管理または体外式心肺補助

（ECMO）管理による治療とする。 

 

上記の核酸増幅法等の検査の際に陽性が確認された場合は、24 時間後に核酸増

幅法等の検査を行い、陰性が確認され、その検査の検体を採取した 24 時間以後に

再度検体採取を行い、陰性が確認されるまで、核酸増幅法等の検査を繰り返すも

のとする。（①、③または⑤に該当した場合を除く） 

なお、患者が再度症状を呈した場合や無症状病原体保有者が新たに症状を呈した
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場合は、症状軽快後に上記の場合に該当するまで退院の基準を満たさないものとす

る。 



 

事  務   連   絡 

令 和 ３ 年 11 月 30 日 

 

    都 道 府 県 

 各  保健所設置市  衛生主管部（局）御中 

    特 別 区 

 

                    厚生労働省新型コロナウイルス感染症 

対策推進本部 

 

新型コロナウイルス感染症（変異株）に係る健康観察について 

 

地域保健行政の推進につきましては、日頃より御高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

本日、海外から空港に到着した乗客で、検疫により確認された新型コロナウイルス無症

状病原体保有者１名の検体について、国立感染症研究所でゲノム解析を実施したところ、

オミクロン株であることが確認されました。 

 これを受けて、当該者と同じ航空機で入国された方70名については、「B.1.1.529系統

（オミクロン株）の感染が確認された患者等に係る入退院及び航空機内における濃厚接触

者の取扱いについて」（令和３年11月30日付け厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策

推進本部事務連絡）のⅡでお示ししたとおり、濃厚接触者と同じ対応とし、当該者の居住

地の管轄保健所（滞在場所が居住地と異なる場合は、滞在先の管轄保健所）において、健

康観察が遺漏なく実施できるよう改めてご確認の上、ご対応をお願いします。 

 検査については、速やかに陽性者を把握する観点から、２日に１回を目安に実施してい

ただくよう、ご対応をお願いいたします。 

都道府県、保健所設置市及び特別区におかれましては、この点についてご了知の上、以

上の業務を保健所において適切に実施できるよう、体制整備に努めていただきますようお

願いいたします。 

 

 

[担当] 新型コロナウイルス感染症対策推進本部 

保健班  守川・近藤  

TEL 03-5253-1111（内線 2391/2392） 

   03-3595-2190（夜間直通） 
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 事 務 連 絡 

令和３年 12 月１日   

   都 道 府 県  

各  保健所設置市   衛生主管部（局） 御中 

   特 別 区  

 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 

 

航空機内における B.1.1.529 系統（オミクロン株）陽性者の濃厚接触者に関する 

宿泊施設への滞在について 

 

平素より、新型コロナウイルス感染症対策に御尽力・御協力を賜り、誠にありがと

うございます。 

今般、南アフリカ等で確認された新たな変異株である B.1.1.529 系統（オミクロン

株）については、懸念される変異株に指定され、他の懸念される変異株（VOCs）に比

べて、再感染のリスクが高いこと等が懸念されております。 

このため、航空機内における B.1.1.529 系統（オミクロン株）陽性者の濃厚接触者

に関する当面の間の取扱いについては、「B.1.1.529 系統（オミクロン株）の感染が確

認された患者等に係る入退院及び航空機内における濃厚接触者の取扱いについて」

（令和３年11月 30日付け厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部事務連

絡）においてお示ししたところですが、当該濃厚接触者については、当面の間、下記

のとおり対応をお願いします。 

貴職におかれましては、下記について、管内市町村、関係機関等への周知をお願い

いたします。 

記 

 

B.1.1.529 系統（オミクロン株）であることが確定した患者と同一の航空機に搭

乗していた場合は、その座席位置に関わらず、濃厚接触者として対応することとし

ています。 

当該濃厚接触者に対しては、B.1.1.529 系統（オミクロン株）について、感染・

伝播性の高さが懸念されていることに鑑み、更なる科学的知見が得られるまでの間、

疑似症患者として、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平

成 10 年法律第 114 号）第 44 条の３第２項に基づく必要な協力として宿泊施設に滞

在していただくことを求めていただくよう、お願いします。 

当該者が宿泊施設に滞在する場合、その体制の確保に係る経費を新型コロナウイ

ルス感染症緊急包括支援交付金による新型コロナウイルス感染症対策事業の補助

対象とすることが可能です。 


